
 

令和４年度 第２回 浜松市立伊目小学校運営協議会 会議録 

 

 

１ 開 催 日 時  令和４年６月１０日（金） １３時４０分から１５時３０分まで 

２ 開 催 場 所  伊目小学校 会議室 

３ 出 席 委 員  白栁和義、山田正典、名倉気津治、浜田改一、久保直人、 

太田かおり、佐藤洸、濱田史子 

４ 欠 席 委 員  ２名 

５ 学    校  井村由紀子（校長）、藤井敬之（教頭）、野末敏宏（教務） 

間渕由利子（ＣＳディレクター） 

６ 教育委員会  小川 誠司（教育総務課） 

７ 傍 聴 者  なし   

８ 協 議 事 項   

（１） ７／９（土）生き生き学校について 

（２）１１／５（土）生き生き学校について（ウォークラリー） 

（３）夏休み伊目っ子応援企画について 

（４）伊目運動会について 

９ 会議録作成者  ＣＳディレクター 間渕 由利子 

１０ 会 議 記 録 

司会の藤井教頭から、委員総数10人中8人の出席があり、過半数に達しているため、会議が成

立している旨の報告があった。 

議長については前回同様太田委員を推挙する発言があり、全員異議なくこれを承認した。 

（１） ７／９（土）生き生き学校について 

 ○内容と計画について 

太田委員より、手元資料を参照し口頭での説明があり、全員異議なくこれを承認した。 

○準備の進捗状況について 

藤井教頭より湖岸整備についての進捗報告があった。中村組さん協力の下、スタート地点・ゴ

ール地点の清掃をしていただけるとのこと。また、Ａコース・Ｂコース清掃についても作業して

いただける旨の報告があった。 

○安全対策、コロナ対策について 

 藤井教頭より土木事務所や警察署等の各機関に連絡済みである旨の報告があった。 

  また、当日の緊急事態（救急車を呼ぶ等）の対応をマニュアル化したものを各艇に配付、 

それぞれ確実に救急対応できるようにするとの報告もあった。暑さ対策についてもテントを 

ゴール付近に設置する予定である旨の報告があった。 

○縦割り班活動について 

野末教諭より、遠泳当日午後から縦割り班活動を実施・大まかな流れについての説明があった。 

（２）１１／５（土）生き生き学校について（ウォークラリー） 

・根本山の尾根を整備する予定。実際にコース候補の道を歩き、ウォークラリーとして設定でき



そうか確認してくる。（白栁会長） 

・チェックポイントについては子供会会長と話し合って進めていく予定。（太田委員） 

・チェックポイントでの活動内容について、昨年度は子供会で起案したことを実施したが、今後

は各団体で企画したいものを工夫してやったほうがよいのではないか。（久保委員） 

（３）夏休み伊目っ子応援企画について 

  流し灯籠作りについて、太田委員より日程と内容の説明があった。昨年度同様の手順で開催予

定である旨の報告があり、異議なく全員承認した。 

・子供たち自身が作った灯籠が流れていく様子が、作った本人に見えるような方法がないか、流

し方を検討したい。（名倉委員）→神田川から流すという方法はどうか？（白栁会長） 

（４）伊目運動会について 

  校長より、今年度も昨年度同様の形（半日開催・地域種目なし）で開催予定との報告があった。 

 また、今年度は来賓として学校運営協議会委員を招待する予定であると伝えられた。 

・地域の方（老人会等）は招待しないのか？他の小学校も同様の開催方法なのか？（白栁会長） 

→一般の方は多くの学校でお招きしておらず、基本、保護者のみ観覧可能である（校長） 

・マスク着用について、保護者はどのような対応をするのか。（名倉委員） 

→昨今マスク着用義務についての国の指針に変更があり、今後もどうなるか分からないので状況を

しっかり見つつ慎重に検討・対応していく。（校長） 

 

 その他報告事項等 

  司会から次回会議は、１０月１２日（水）１３時３０分～１５時３０分（１日参観会開催日）

生き生き学校、伊目運動会反省、授業参観について開催する旨報告があった。 

 

 

 


